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沖永良部島初記録の魚類 7種

中村亮太 1・大井真人 1・柴田峻一郎 2・是枝伶旺 3・本村浩之 4

Seven fishes are newly recorded from Okinoerabu-jima is-
land, Amami Islands, Kagoshima Prefecture, southern Japan. 
Of the seven species, Myrichthys colubrinus (Boddaert, 1781), 
Lutjanus argentimaculatus (Forsskål, 1775), Meiacanthus atro-
dorsalis (Günther, 1877), Awaous ocellaris (Broussonet, 1782), 
and Stiphodon percnopterygionus Watson and Chen, 1998 were 
recorded on the basis of collected specimens, and Cocotropus 
larvatus Poss and Allen, 1987 and Trimma matsunoi Suzuki et 
al., 2012 were based only on underwater photographs. Trimma 
matsunoi represents the first records of the species from outside 
Kochi Prefecture (also southernmost record for the species). 
These additional records bring the total number of fishes record-
ed from Okinoerabu-jima island to 757.
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 Abstract

沖永良部島は奄美群島に属する隆起サンゴ礁の島で，

同群島の中では 3番目に大きな島である．沖永良部島の魚

類相については近年に包括的な調査が行われ，その後の追

加調査および同島から得られた標本が含まれる分類学的研

究を経てこれまでに 750種が記録されている（Motomura 

and Uehara, 2020；藤原ほか，2020；赤池ほか，2021; Dewa 

and Motomura, 2022; Dewa et al., 2023, 2024；本村，2024b；

百瀬，2024）．

このたび著者らが行った採集調査および鹿児島大学総

合研究博物館の所蔵標本調査の結果，新たにシマウミヘ

ビ Myrichthys colubrinus (Boddaert, 1781)，ゴマフエダイ

Lutjanus argentimaculatus (Forsskål, 1775)，オウゴンニジギ

ンポ Meiacanthus atrodorsalis (Günther, 1877)，ミナミハゼ

Awaous ocellaris (Broussonet, 1782)，ナンヨウボウズハゼ

Stiphodon percnopterygionus Watson and Chen, 1998の 5種に

ついて標本に基づく沖永良部島での分布が確認された．

また，ヒョットコオコゼ Cocotropus larvatus Poss and Allen, 

1987とカシワベニハゼ Trimma matsunoi Suzuki et al., 2012

の 2種について水中写真に基づく沖永良部島からの分布が

確認された．これらの魚類は沖永良部島の魚類を網羅的

に調査したMotomura and Uehara (2020)には含まれておら

ず，その後の調査報告等にも含まれていない（藤原ほか，

2020；赤池ほか，2021; Dewa and Motomura, 2022; Dewa et 

al., 2023, 2024；本村，2024a）．したがって，これらは沖永

良部島からの初記録であるため，ここに報告する．これに

より，沖永良部島から記録のある魚類は計 757種となる．

材料と方法
標本の作成，登録，撮影，固定は本村（2009）に準拠

した．標準体長（standard length）は体長または SL，全長

（total length）は全長または TLとそれぞれ表記した．標本

の計測はノギスを用いて 0.1mm単位で行った．科と学名

の掲載順は本村（2024a）にしたがった．本研究告に用い

た標本は鹿児島大学総合研究博物館（KAUM）に保管さ

れており，生鮮時の写真は同館のデータベースに登録され

ている．

ウミヘビ科 Ophichthidae

Myrichthys colubrinus (Boddaert, 1781)

シマウミヘビ　（Fig. 1A, B）

標本　KAUM–I. 170326，全長 525.5 mm，和泊町畦布，

27°23′32″N, 128°39′28″E，水深0.5 m，手網，2022年7月12日，

清水直人；KAUM–I. 170327，全長 415.7 mm，和泊町畦布，

27°23′32″N, 128°39′28″E，水深0.5 m，手網，2022年7月12日，

清水直人．

備考　本標本は眼が口裂の中央直上付近にあること，
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両顎歯と鋤骨歯が臼歯状かつ複数列であること，胸鰭が胸

鰭基底長より短いこと，背鰭起部が鰓孔直上よりはるか前

方に位置すること，体高が全長の 1.8%であること，肛門

前長と頭長がそれぞれ全長の 45.7–46.2%と 5.2–6.4%であ

ること，吻が丸く，吻長が頭長の 17.7–19.6%であること，

および体に 28–30本の横帯があることなどが McCosker 

and Rosenblatt (1993)と波戸岡（2013）の示したシマウミ

ヘビ Myrichthys colubrinusの特徴と一致したため本種に同

定された．McCosker and Rosenblatt (1993)は本種の全長が

頭長の 17–20倍，頭長が吻長の 5.5–6.0倍，すなわち頭長

Fig. 1. Specimens (A, B, D–G) and underwater photographs (C, H) of fishes newly recorded from Okinoerabu-jima island, Amami 
Islands, Kagoshima Prefecture, Japan. A, B: Myrichthys colubrinus (A: KAUM–I. 170326, 525.5 mm TL; B: KAUM–I. 170327, 
415.7 mm TL); C: Cocotropus larvatus, KAUM–Ⅱ. 711; D: Lutjanus argentimaculatus, KAUM–I. 190370, 26.1 mm SL; E: Mei-
acanthus atrodorsalis, KAUM–I. 175691, 46.8 mm SL; F: Awaous ocellaris, KAUM–I. 190371, 23.0 mm SL; G: Stiphodon perc-
nopterygionus, KAUM–I. 190367, 18.8 mm SL; H: Trimma matsunoi, KAUM–Ⅱ. 712.
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が全長の 5.0–5.9%，吻長が頭長の 16.7–18.2%であるとし

た．本標本はこれらの計測値の範囲と差異がみられたが，

その差は軽微であり，その他の形態はシマウミヘビの特徴

と一致していたため，計測値の僅かな相違は本種の種内変

異であると判断した．

シマウミヘビは紅海を含むインド・太平洋に広く分

布し，国内では小笠原諸島，和歌山県，高知県，愛媛

県，大隅諸島（種子島・屋久島・口永良部島），奄美群

島（奄美大島・喜界島），沖縄諸島（沖縄島・伊江島），お

よび八重山諸島（西表島）から記録されていた（Aoyagi, 

1943; Senou et al., 2006；波戸岡，2013；日比野ほか，2016; 

Motomura and Harazaki, 2017; Nakae et al., 2018; Fujiwara and 

Motomura, 2020；日比野ほか，2021; Motomura, 2023；大西，

2024；阿部ほか，2024）．本研究により沖永良部島から新

たに本種が記録された．

イボオコゼ科 Aploactinidae

Cocotropus larvatus Poss and Allen, 1987

ヒョットコオコゼ　（Fig. 1C）

写真資料　KAUM–Ⅱ. 711，知名町田皆岬の西海岸，水

深 20 m，2020年 11月 1日，南　英之．

備考　撮影された個体は腹鰭が 1棘 3軟条であること，

背鰭起部が目の前縁付近の直上であること，背鰭軟条数が

10であること，および体がクリーム色で全身に斜めに並

ぶ茶色の斑があることなどの特徴が Poss and Allen（1987）

と中坊・甲斐（2013）の示したヒョットコオコゼ Coco-

tropus larvatusの特徴と一致したため本種に同定された．

ヒョットコオコゼは東インド洋と西太平洋に分布し，

国内では伊豆諸島（八丈島），沖縄諸島（沖縄島・瀬底島），

宮古諸島（宮古島），および八重山諸島から記録されてい

た（Poss and Allen, 1987；中坊・甲斐，2013）．本研究によ

り沖永良部島から新たに本種が記録された．

フエダイ科 Lutjanidae

Lutjanus argentimaculatus (Forsskål, 1775)

ゴマフエダイ　（Fig. 1D）

標本　KAUM–I. 190370，体長 26.1 mm，和泊町永嶺，

内喜名漁港東側の小河川，27°23′48″N, 128°35′44″E，水深 0.3 

m，タモ網，2023年 9月 19日，中村亮太．

備考　本標本は体側に 8本の暗色横帯があり，その間

隔が横帯の幅より狭いこと，側線より上方の鱗列が側線と

ほぼ平行に走ること，鋤骨歯帯の中央部が後方へ突出しな

いこと，背鰭基部が鱗に被われる部分があること，背鰭軟

条数が 13であること，および背鰭軟条部と尾鰭が透明で

あることが島田（2013）の示したゴマフエダイの特徴と一

致したため本種に同定された．

ゴマフエダイは地中海東部からインド・西太平洋に分

布し（島田，2013），国内では岩手県，愛媛県，茨城県か

ら九州南部の太平洋沿岸，山口県，福岡県，長崎県，宇治

群島，大隅諸島（黒島・種子島・屋久島・口永良部島），

奄美群島（奄美大島・喜界島），沖縄諸島（沖縄島・久米

島），宮古諸島（宮古島・伊良部島），および八重山諸島（石

垣島・西表島・与那国島）から記録されていた（Tachihara 

et al., 2003；前田・立原，2006；乾ほか，2013；島田，

2013；河野ほか，2014；吉郷，2014；土井ほか，2015；辻，

2015; Motomura et al, 2015; Koeda et al., 2016; Motomura and 

Harazaki, 2017; Iwatsuki et al., 2017；木村ほか，2017; Nakae 

et al., 2018；山川ほか，2018；外山ほか，2021; Fujiwara 

and Motomura, 2020；松島ほか，2022；出羽ほか，2022; 

Motomura, 2023）．本研究により沖永良部島から新たに本

種が記録された．

イソギンポ科 Blenniidae

Meiacanthus atrodorsalis (Günther, 1877)

オウゴンニジギンポ　（Fig. 1E）

標本　KAUM–I. 175691，体長 46.8 mm，知名町屋子母

海岸，27°20′05″N, 128°32′48″E，水深 3–4 m，手網，2022

年 10月 20日，樋口聡文．

備考　本標本は背鰭が 4棘 26軟条であること，下顎の

犬歯状歯が著しく大きいこと，および眼を通り背鰭起部に

達する 1黒色斜帯があることが藍澤・土居内（2013）の示

したオウゴンニジギンポの特徴と一致したため本種に同定

された．

オウゴンニジギンポはインドネシアからサモア，日本

からオーストラリア北岸，ニューカレドニアにかけての東

インド洋と西太平洋に分布し（Fricke et al., 2014），国内で

は伊豆諸島（八丈島），静岡県，和歌山県，高知県，宮崎県，

大隅諸島（屋久島），トカラ列島（諏訪之瀬島），奄美群島

（奄美大島・徳之島・喜界島・与論島），沖縄諸島（沖縄島・

水納島・伊江島・慶良間諸島），および宮古諸島（宮古島）

から記録されていた（古瀬ほか，1996; Senou et al., 2006, 

2007；名波・西平，2007；吉野，2008；渡井ほか，2009；

藍澤・土居，2013；木村，2014; Motomura and Harazaki, 

2017; Nakae et al., 2018；森下・本村，2018; Mochida and 

Motomura, 2018; Fujiwara and Motomura, 2020；村瀬ほか，

2023）．本研究により沖永良部島から新たに本種が記録さ

れた．

ハゼ科 Gobiidae

Awaous ocellaris (Broussonet, 1782)

ミナミハゼ　（Fig. 1F）
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標本　KAUM–I. 190371，体長 23.0 mm，知名町新城，

沖泊キャンプ場付近の淡水流入，27°23′43″N, 128°33′37″E，

水深 0.1 m，タモ網，2023年 9月 19日，大井真人．

備考　本標本は上唇が厚く，下顎より前に突出するこ
と，肩帯上に数個の肉質突起があること，感覚管開口部は

前鼻孔の横に A′，後鼻孔の横に Bがあり，H′と K′の間で

分離すること，胸鰭軟条数が 15であること，および第 1

背鰭後方に黒色斑があることがWatson (1992)と明仁ほか

（2013）におけるミナミハゼ Awaous ocellarisの記載と一致

したため本種に同定された．

明仁ほか（2013）はミナミハゼをクロミナミハゼ A. 

melanocephalus (Bleeker, 1849)と比較して，第 1背鰭に黒

色斑があること（クロミナミハゼでは無い），頬と主鰓蓋

上部が被鱗すること（頬が無鱗），胸鰭軟条数が 16であ

ること（17–18）から識別できるとした．沖永良部島産標

本は頬部と主鰓蓋上部の鱗が確認されないことでWatson 

(1992)や明仁ほか（2013）の示したミナミハゼの形質と異

なり，さらに胸鰭軟条数が 15である点で明仁ほか（2013）

の示したミナミハゼとクロミナミハゼの双方の計数値と差

異がみられた．しかし，本標本は第 1背鰭後方に黒色斑

を有し，Watson (1992)はミナミハゼの胸鰭軟条数を 15–17

としていることから（クロミナミハゼは 16–17: Tanaka, 

1928；北原ほか，2021），本標本をミナミハゼと同定し，

胸鰭軟条数は本種の個体差の範疇であると判断した．また，

本標本の体長は 23.0 mmと小型であること，同属である

クロミナミハゼの最小成熟体長が 40 mmと推定されてい

ることから（Yamasaki et al., 2011），未成熟個体であるた

め頬部と主鰓蓋上部の鱗が未発達であると判断した．

ミナミハゼは太平洋に分布し（明仁ほか，2013），国内

では静岡県，熊本県，大隅諸島（屋久島），奄美群島（奄

美大島），沖縄諸島（沖縄島），慶良間諸島（渡嘉敷島）お

よび八重山諸島（石垣島・西表島・与那国島）から記録

されていた（自然環境研究センター，2002；神田ほか，

2009；鳥居ほか，2011；明仁ほか，2013; Koeda et al., 2016; 

Motomura and Harazaki, 2017; Nakae et al., 2018；牧口ほか，

2023）．本研究により沖永良部島から新たに本種が記録さ

れた．

Stiphodon percnopterygionus Watson and Chen, 1998

ナンヨウボウズハゼ　（Fig. 1G）

標本　KAUM–I. 190367，体長 18.8 mm，和泊町永嶺，

内喜名漁港東側の小河川，27°23′49″N, 128°35′44″E，水深 0.1 

m，タモ網，2023年 9月 19日，柴田峻一郎．

備考　本標本は吻が広く，上顎を覆うこと，上唇側面
の中央付近に切れ込みがないこと，上唇中央の切れ込みの

内側に小突起がないこと，第 2背鰭が 1棘 10軟条である

こと，胸鰭軟条数が 14であること，背鰭前方鱗数が 10で

あること，第 1背鰭がほぼ三角形で，第 2背鰭より明らか

に高いこと，第 1背鰭基底後端から第 2背鰭起部までの長

さ（1.2 mm）が第 1背鰭基底長の半分（0.8 mm）よりも

長いこと，および体側前方の体側鱗が疎らでないことが明

仁ほか（2013）の示したナンヨウボウズハゼの特徴と一致

したため本種に同定された．

ナンヨウボウズハゼは西太平洋に分布し（明仁ほか，

2013），国内では静岡県，和歌山県，徳島県，高知県，日

向灘（少なくとも宮崎県を含む），鹿児島県，大隅諸島（種

子島・屋久島・口永良部島），奄美群島（奄美大島・加計

呂麻島・徳之島），沖縄諸島（沖縄島・久米島），宮古諸

島（宮古島）および八重山諸島（石垣島・西表島・与那国

島）から記録されていた（前田・立原，2006；中尾・平

嶋，2012；明仁ほか，2013；吉郷，2014; Koeda et al, 2016; 

Motomura and Harazaki, 2017; Iwatsuki et al., 2017；木村ほ

か，2017; Nakae et al., 2018；立原，2019；北原・渋川，

2019；古𣘺ほか，2020；鈴木，2021a；岡村ほか，2023; 

Motomura, 2023；井藤ほか，2023）．本研究により沖永良

部島から新たに本種が記録された．

Trimma matsunoi Suzuki et al., 2012

カシワベニハゼ　（Fig. 1H）

写真資料　KAUM–Ⅱ. 712，知名町瀬利覚沖，27°19′47.9″ 

N, 128°35′04.4″E，水深 32 m，2022年 11月 6日，上原航知．

備考　撮影された個体は第 1背鰭第 2棘が糸状に伸長

すること，体が半透明の薄いピンク色であること，および

体側背面に 8個，腹面に 6個の橙色鞍状斑があるなどの特

徴が Suzuki et al. (2012)と鈴木（2021b）の示したカシワベ

ニハゼ Trimma matsunoiの雄の特徴と一致したため本種に

同定された．鞍状斑がある同属他種としてはオニベニハゼ

Trimma yanagitai Suzuki and Senou, 2007が存在するが，オ

ニベニハゼは褐色と水色の鞍状斑を有し，眼下と口裂付近

に水色帯があること（鈴木，2021c）が撮影個体と異なる．

カシワベニハゼはこれまで高知県でのみ記録されてお

り（Suzuki et al., 2012），本研究により沖永良部島から新た

に本種が記録された．この記録は本種の分布の南限を更新

するものである．
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